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CADからインポートしたりすると、ポイント、エッジ、境界、体積の数が増える。
GUIを効率よく利用することが課題である。よって、選択法を紹介し、効率化を図る。

１．背景と目的
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使用例
１）グラフィックスウィンドウでボックス選択を選ぶ
２）マウスで選択ウィンドウを表示

２．選択法その１：ボックス選択
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ボックス選択：よく利用される方法

ボックス選択

マウスでドラッグしながら開く 選択された部分が色が変わる



使用例
１）定義>選択でボックスを設定
２）出力ジオメトリの調整（ここでは、ボックスとの交差部分を選択）

座標指定によるボックスの作成（inf、-infも使用可能）

３．選択法その２：ボックス選択（続き）
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ボックス選択：選択範囲が広かったり、精度を要求する場合に利用



円筒を利用した扇形領域の選択の例：精度よく選択を行う必要がある場合に利用

４．選択法その3：ボックス選択（続き）
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選択領域（境界）

使用例



明示的選択の結合

５．明示的選択
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使用例
１）ドメイン1と4を選択（明示的1）
２）ドメイン5と6を選択（明示的2）
３）「選択をコピー」で明示的1をコピー
４）「選択をペースト」で明示的2に結合し、明示的3として名称をつける。
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「選択をコピー」

「選択をペースト」



６．ウィンドウから選択リストの呼び出し方法
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Ctrlキー+Shiftキーによる選択法

使用例
１）リボンメニューの右側のウィンドウをクリックし、選択リストを表示（詳細は次の8ページを参照）
２）グラフィックス画面でジオメトリックエンティティレベルを変更



７．選択リストの利用例
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選択リストの結合

使用例
１）リボンメニューの右側のウィンドウをクリックし、選択リストを表示
２）選択リストから1,4,6をコピーして設定ウィンドウの「入力エンティティ」にペースト



８．ドメイン選択と隣接との関係
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ドメイン選択による境界、エッジ、ポイントの選択方法

使用例
１）コンポーネント＞定義をクリックし、選択＞明示的を選ぶ
２）ジオメトリックエンティティレベルをドメインにする
３）出力ジオメトリで隣接を選ぶ。ここでは、隣接境界を選択。
４）外部・内部を選択
５）物理の境界条件で利用すれば、該当境界番号が選択されているのが分かる。

手順２）の状態手順１）の状態 手順３）の状態 手順４）の状態

手順５）の状態

cf：エッジの例

cf：ポイントの例



９．隣接境界の選択
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隣接境界の選択方法

使用例
１）コンポーネント＞定義をクリックし、選択＞明示的を選ぶ
２）ジオメトリックエンティティレベルを境界にする
３）一つの境界を選ぶ
４）連続接線にチェックを入れる

手順３）の状態手順１）の状態 手順４）の状態


